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高解像度の音波探査により別府湾における詳細な活断層分布図を作成した。断層の走向は東西方向と東南東-西
北西方向が卓越し、正断層成分が主で、これに左横ずれ成分が加わっていると考えられる。最も活動的なのは、
湾中央部をほぼN 1 0 9 Eの走向で横切る別府湾中央断層で、その長さは少なくとも2 2 k m、左横ずれ成分を含む正断
層と推定され、アカホヤ火山灰層の上下方向のずれは最大2 0 mを超える。ピストンコアリングにより、この断層
の両側の堆積物を採取して年代決定を行った結果、最新活動時期は約4 0 0年前であることが判明した。1 5 9 6年慶長
の地震M7.0に対応すると考えられる。

高解像度の音波探査により、約1 0 k m x 3 0 k mの別府湾における詳細な活断層分布図を作成した。探査は間隔5 0 0 m
程度で南北に走る約7 0本の測線と幾つかの東西測線で行われ、海底下数十メートルまでの鮮明な堆積構造を得る
ことができた。例外は湾西部の北緯3 3度1 7 . 5分以南と東経1 3 1度4 9分以東で、前者は湾最深部にあたり、ガス層に
よる音波散乱が、後者は粗粒堆積物が原因である。湾北西部および東部には密に海底断層が分布し、それらは最
終氷河期の地表である音響基盤をずらし、その多くはアカホヤ火山灰層（放射性炭素年代で約6 3 0 0年前）をもず
らしている。断層の走向は東西方向と東南東-西北西方向が卓越し、正断層成分が主で、これに左横ずれ成分が加
わっていると考えられる。しかし、右横ずれ成分を示唆する東北東-西南西の走向もわずかに存在する。最も活動
的なのは、湾中央部をほぼ N 1 0 9 Eの走向で横切る別府湾中央断層で、その長さは少なくとも2 2 k m、左横ずれ成分
を含む正断層と推定され、アカホヤ火山灰層の上下方向のずれは最大2 0 mを超える。なお、別府湾中央断層の北
東部には複雑な断層分布が見られ、この断層の東端の位置は不確定である。ピストンコアリングにより、この断
層の両側の堆積物を採取して年代決定を行った結果、最新活動時期は約4 0 0年前であることが判明した。瓜生島の
伝説のある1 5 9 6年慶長の地震M 7 . 0（宇佐美, 1996）に対応すると考えられる。この断層の西2 / 3程度の部分では西
北西に断層が分岐、東1 / 3程度の部分には東南東方向へ断層の分岐が見られ、両者の境界には右ステップの圧縮性
バリアが認められる。これらの断層形状によれば（中田他, 1998）、ステップしている部分から破壊が開始され、
両方向へ伝播したと推定される。分岐は繰り返し生じており、このような破壊過程が繰り返えされたことを示し
ている。また、時間の経過とともに短い分岐から長い分岐へと乗り換えていく傾向が認められる。全体の分布を
見渡すと、別府湾中央断層の他に数個の断層群を、分岐形状等の形態から認めることができる。湾北西部には豊
岡沖断層（中田・島崎, 1993）を代表とする主に南落ちの断層群と、北落ちの亀川沖断層がある。湾東部では東経
1 3 1度4 7分を境として断層群が二分される。西では東方への断層の分岐が、東では西方への分岐が認められるから
である。

参考文献
中田高・島崎邦彦, 科学, 63, 593-599, 1993.
中田高・島崎邦彦・鈴木康弘・佃栄吉, 地学雑誌, 107, 512-528, 1998.
宇佐美龍夫, 新編日本被害地震総覧, 東京大学出版会, 493pp., 1996.


